
 2022年12月22日

第1章    私立大学の自主性・自律性 適合状況 注記

1-1    建学の精神 〇 ―

1-2    教育の目的 〇 ―

第2章   安定性・継続性

2-1    理事会 〇 ―

2-2    理事 △ (3)③

2-3    監事 △ (5)

2-4    評議員会 〇 ―

2-5    評議員 △ (2)①

第3章    教学ガバナンス

3-1    学長 △ (2)

3-2    教授会 〇 ―

第4章    公共性・信頼性

4-1    学生に対して 〇 ―

4-2    教職員等に対して △ (2)

4-3    社会に対して 〇 ―

4-4    危機管理及び法令遵守 〇 ―

第5章    情報公開

5-1    情報公開の充実 〇 ―

2-2（3）③　外部理事には、審議事項に関する情報について理事会開催の事前・事後のサポートを十分に行います。

「学校法人東成学園　ガバナンス・コード」遵守項目取組に対する点検結果

自 令和3年11月1日　　至 令和4年10月31日

【適合状況評価基準】　〇：全項目実施　△：一部項目未実施　×：全項目未実施

注記　《理由または今後の対応方針について》

点検基準時点間においては副学長は設置せず、音楽学部長・音楽研究科長・音楽科長がそれぞれ学長を補佐することで機能を果た
してきました。また、特定分野に特化した学長補佐2名を置き、特色ある教育研究活動を推進する役割を担っています。今後は、副学
長の設置について検討していきます。

4-2（2）①ア）　ボード・ディベロップメント：BD　常務理事は、寄附行為等関連規定並びに事業計画等に基づく責任担当事業領域・職
務に係るPDCAを毎年度明示します。

今後は責任担当事業領域・職務に係るPDCAを実施するべく更なる内容の充実を検討していきます。

外部理事に対しては、審議事項に関する情報を含めて様々な情報の提供、説明等を行っていますが、事後のサポートは充分とはい
えない状況です。今後は事後のサポートの充実に努めてまいります。具体的には、審議事項に係る実施結果の状況報告、理事会後
も外部理事から意見等を発信可能な機会の提供について検討していきます。

2-3（5） 常勤監事の設置

現在、監事は非常勤監事2人態勢となっています。今後は、情勢を鑑みながら、寄附行為第5条「役員」および同第7条「監事の選任」
に準拠したうえで、常勤監事の設置について検討していきます。

2-5（2）①　学校法人は、評議員に対し審議事項に関する情報について、評議員会開催の事前・事後のサポートを十分に行います。

評議員に対しては、審議事項に関する情報を含めて様々な情報の提供、説明等を行っていますが、事後のサポートは充分とはいえ
ない状況です。事後のサポートの充実に努めてまいります。具体的には、審議事項に係る実施結果の状況報告、評議員会後も評議
員から意見等を発信可能な機会の提供について検討していきます。

3-1（2） 学長補佐体制（副学長・学部長等の役割）




